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伝えよう 知ってもらおう 岐阜国道 

     

 平成２６年１１月２１日 

    国土交通省中部地方整備局 

岐 阜 国 道 事 務 所 

美 濃 加 茂 市 

 

国道４１号 美濃加茂バイパス 全線開通から２年 

～美濃加茂市の地域活性化に寄与～ 
 

１．概要 
国道４１号美濃加茂バイパスは、平成２４年９月に全線２車線で開通しており、本年９月

に開通後２周年を迎えました。 

このたび、美濃加茂市の魅力的な町づくりと美濃加茂バイパスの開通によって得られた地

域活性化の効果や地域生活の変化を取りまとめましたのでお知らせします。 

２．地域活性化の効果 
 

・企 業 の 誘 致 （短期間で工業団地が完売し企業が立地） 
 

・雇 用 の 創 出 （企業の誘致により製造品出荷額及び雇用者数が増加） 
 

・住 宅 地 の 開 発 （雇用の創出により宅地面積、人口が増加） 
 

・商 業 施 設 の開 発 （住宅地の開発により複数の店舗が出店） 
 

・地 域 観 光 の支 援 （観光施設間のネットワークに寄与） 
 

３．資料   資料１ ： リーフレット 

資料２ ： 美濃加茂市の地域活性化に寄与 

４．解禁   指定なし 

５．配布先   岐阜県政記者クラブ、美濃加茂記者クラブ 

６．問い合わせ先 

 ■美濃加茂バイパスの事業全般に関するお問い合わせ 

    岐阜国道事務所：副所長 小幡
お ば た

 敏幸
としゆき

、調査課長 片岡
かたおか

 広一
ひろかず

 

    Tel.058-271-9811、Fax.058-271-3175 

 ■美濃加茂市政に関するお問い合わせ 

    美濃加茂市建設水道部：都市計画課長 林
はやし

 賢治
け ん じ

 

    Tel.0574-25-2111（内線250）、Fax.0574-27-3863 
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国道４１号美濃加茂バイパス 全線開通から２年
～美濃加茂市の地域活性化に寄与～

国土交通省 中部地方整備局
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■地域防災の支援
・美濃加茂バイパスは、台風・地震等の大規模災害時に道路閉そくの懸念がある電柱の数が少ないなど、
災害リスクに強い道路であることから、災害時の支援ルートとして期待されています。

台風によって電柱が道路を塞いだ例
出典：国土交通省資料出典：岐阜国道事務所資料

写真② 国道41号の沿道状況写真① 美濃加茂バイパスの沿道状況

電柱が多い電柱が少ない

台風・地震時に道路閉そくの
懸念がある電柱の数

＜可茂消防事務組合消防本部 ヒアリング結果(H26.9)＞
中消防署には、特殊な車両及び救助器具が配備されて

いるため、美濃加茂バイパスを利用することにより、管
内のスムーズな出動体制が確保されました。

H26.5撮影H26.7撮影
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開通前（昭和63年）
開通後（平成25年）
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（写真）
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21 【救助活動ルート】

■救助活動の支援
・美濃加茂バイパスの整備により、国道４１号で交通事故が発生した場合、現場までの所要時間が短縮
され、可茂消防事務組合消防本部からの救助隊の出動がスムーズになりました。

＜可茂消防事務組合消防本部 ヒアリング結果(H26.9)＞
七宗町・白川町・東白川村の国道上で大きな交通事故が

あった場合、中消防署には特別救助隊があるため、必ず美
濃加茂バイパスを利用します。その際、現場到着時間が短
縮されています。

出典：国道41号現道所要時間：S63道路交通センサス（平日混雑時旅行速度）
出典：美濃加茂バイパス所要時間：H25.10月民間プローブ（平日朝夕ピーク時の平均旅行速度）
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約１０分短縮

Ｈ24.9撮影
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詳細図

至名古屋市

至美濃加茂IC

～ 安全・安心の確保 ～
資料１

平成26年11月
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【国道４１号で発生した交通事故】
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中蜂屋
工業団地

蜂屋台
工業団地

太田町

木曽川

248

中部台
住宅

中山道
太田宿

日本
昭和村

はちやだい

ちゅうぶだい

至下呂

N
岐阜県全域

美濃加茂
バイパス

・美濃加茂バイパスは、国道４１号現道の交通渋滞の緩和を主な目的に段階的に事業を推進し、平成24年9月に全線２車線で開通しました。
・美濃加茂市の魅力的な町づくりと美濃加茂バイパスの整備により、企業の誘致、雇用の創出、住宅地の開発、商業施設の開発、地域観光
の支援等の効果が発現し、地域が活性化しています。また、美濃加茂市は、若年層が多く出生率が高い等、地域生活の変化も確認できます。

地域活性化の効果 ～ 魅力的な町づくりにより地域が活性化 ～

・日本昭和村や中山道太田宿が新たに
立地され、これらの施設を結ぶ道路
ネットワークとして効果を発揮して
います。

■地域観光の支援

企業の誘致・雇用の創出

商業施設の開発

美濃加茂市

地域生活の変化

日本昭和村 H26.9撮影

６年間で完売
（分譲面積：13.5ｈａ）

３年間で完売
（分譲面積17.3ha）

地域観光の支援

地域観光の支援

至名古屋市

住宅地の開発
6.4

7.1
7.7 7.8 8.0 8.1 8.2 8.4 8.5 8.7 8.8 9.0 9.2 9.4 9.7 9.8 10.1 10.2 10.4 10.5 10.6

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

S60 H2 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

（ｋｍ2）

42.3 43.0
46.1 46.7 47.3 48.0 48.4

50.1 50.6 50.9 51.7 52.5 52.1 52.9 53.9 54.5 54.1 54.7 55.0 55.3 54.9

0

10

20

30

40

50

60

S63 H2 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

（千人）

：S63岐阜県 年齢別人口
：H25岐阜県 年齢別人口

：S63美濃加茂市 年齢別人口
：H25美濃加茂市 年齢別人口

5.3%

5.3%

5.2%

5.2%

5.4%

5.8%

6.6%

7.6%

7.6%

6.4%

5.7%

5.5%

6.5%

5.8%

4.7%

4.0%

3.3%

3.3%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0%

4.2%

4.5%

5.0%

5.1%

4.6%

4.8%

5.4%

6.7%

7.2%

6.3%

6.0%

6.1%

7.8%

7.1%

6.2%

5.1%

3.9%

3.8%

0.0%2.0%4.0%6.0%8.0%10.0%

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

【岐阜県・美濃加茂市年齢別人口構成比】

若年層が多い

高齢化が進行

出生率も高い

■地域生活の変化

・美濃加茂市は岐阜県全体に比べ若年層が多く、
出生率も高くなっています。

出典：岐阜県人口動態統計調査

約１.7倍

■住宅地の開発

・企業誘致により雇用者数が増加したため、宅地
面積及び人口が増加しています。

【美濃加茂市の人口推移】 資料：岐阜県人口動態統計調査

約１.３倍

【美濃加茂市の宅地面積の推移】 資料：美濃加茂市統計書
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■商業施設の開発
・宅地開発が進行し人口が増加したため、徐々に
商業施設の開発が進んできました。

１4年間で１1店が出店

平成２４年 航空写真（美濃加茂市撮影）

平成１４年 航空写真（美濃加茂市撮影）

・工業団地が短期間で完売し、多くの企業が立地しました。

■企業の誘致

中山道太田宿 H26.9撮影

１０年後
至下呂市

美濃加茂
市役所

なかはちや

主だった企業の立地
：昭和57年以前
（工事着手前）

：昭和58年～平成16年
（東海環状開通前）

：平成17年～平成23年
（東海環状開通後）

：平成24年以降
（美濃加茂BP全線開通後）

■雇用の創出
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約１.３倍

【美濃加茂市の雇用者数（製造業）の推移】

・企業の立地により、雇用者数が増加していま
す。
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－ １ －

○事業概要
・国道４１号美濃加茂バイパスは、国道４１号現道の交通渋滞の緩和を主な目的に、昭和４９年度に事業化し、昭和５８年

に工事着手、平成元年より順次開通し平成２４年９月に全線２車線で開通しました。

・また、美濃加茂バイパスの延伸に伴う交通量の増加により、交通渋滞が激しい太田町交差点周辺について平成２６年３

月に車線拡幅を実施しました。

美 濃 加 茂 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

国道４１号美濃加茂バイパスの事業概要
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美濃加茂バイパス
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可児市

H24.9開通
延長0.7km

H21.3開通
延長3.5km

H16.4開通
延長1.5km

H13.4開通
延長2.5km

H2.3開通
延長0.8km

H1.3開通
延長0.4km
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お お た ち ょ うみ の か も



地域活性化の効果

－ ２ －



○概要

・美濃加茂市の魅力的な町づくりと美濃加茂バイパスの整備により、企業の誘致、雇用の創出、住宅地の開発、商業

施設の開発、地域観光の支援等の効果が発現し、地域が活性化しています。

地域活性化の効果①

－ ３ －

：工業団地

：住宅開発

：商業開発

：主な観光地

：市役所

至名古屋市

至下呂市

美濃加茂
市役所

商業施設
の開発

地域観光の支援

中蜂屋
工業団地

企業誘致による雇用創出

蜂屋台
工業団地

太田町

地域観光の支援

美濃加茂市

住宅地の開発

中部台
住宅

木曽川

248

41

日本
昭和村

中山道
太田宿

企業の誘致・雇用の創出

はちやだい

なかはちや

ちゅうぶだい

美濃加茂ＩＣ

N

平成１４年 航空写真（美濃加茂市撮影）

１０年後
平成２４年 航空写真（美濃加茂市撮影）

主だった企業の立地
：昭和57年以前

（工事着手前）
：昭和58年～平成16年

（東海環状開通前）
：平成17年～平成23年

（東海環状開通後）
：平成24年以降

（美濃加茂BP全線開通後）

至
豊
田
市

至
関
市

美濃加茂ＩＣ

：整備中

：整備済
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○企業の誘致

・美濃加茂バイパスと東海環状自動車道の道路ネットワークにより、工業団地が短期間ですべて完売し、多くの企業

が立地しました。

地域活性化の効果②

－ ４ －

＜蜂屋台工業団地進出企業ヒアリング結果（ H26.10 ）＞

美濃加茂ＩＣや国道４１号バイパスなどが出来て、お客様の多い愛知県三河地区へのネットワークが充実していたため、蜂屋

台工業団地を選択しました。

【蜂屋台工業団地・中蜂屋工業団地の分譲状況】

６年間で完売

中蜂屋工業団地
（分譲面積 17.3ha）

蜂屋台工業団地
（分譲面積：13.5ｈａ）

出典：美濃加茂市データ

３年間で完売

（年）

なかはちやはちやだい

はちやだい なかはちや

＜蜂谷台＞

分譲面積

分譲率

＜中蜂屋＞

分譲面積

分譲率

はちやだい

なかはちや

中蜂屋
工業団地

蜂屋台
工業団地

418

はちやだい

なかはちや

はちやだい

はちや

【美濃加茂バイパス周辺の主だった企業の立地状況】
平成２４年

主だった企業の立地
：昭和57年以前
（工事着手前）

：昭和58年～平成16年
（東海環状開通前）

：平成17年～平成23年
（東海環状開通後）

：平成24年以降
（美濃加茂BP全線開通後）

美濃加茂市

川辺町

可児市

41

418

21
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3,8463,846
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7,000

8,000

9,000
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（人）

○雇用の創出

・多くの企業が立地したため、製造品出荷額及び雇用者数が増加しています。

地域活性化の効果③

リーマン
ショック

－ ５ －

【美濃加茂市の製造品出荷額の推移】

約２.0倍

リーマン
ショック

以降も増加傾向

＜美濃加茂市ヒアリング結果（ H26.9 ）＞

美濃加茂市は、雇用創出に期待できる製造業に重きをおいて誘致しています。短期間で工業団地が完売したのは、東海環状自

動車道が整備されたこともありますが、美濃加茂バイパスを含めた道路計画があったため、それを狙ってのことだと思います。

約1.1倍

出典：美濃加茂市統計書

約１．３倍

【美濃加茂市の雇用者数（製造業）の推移】

（年）

（年）

出典：美濃加茂市統計書

蜂屋台
工業団地

はちやだい

平成１４年

平成２４年

【10年後】
蜂屋台工業団地
企業が10社立地

美濃加茂IC

美濃加茂市

川辺町

可児市

41

418

21
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飛
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川

418

Ｈ元年～美濃加茂バイパス順次開通

Ｈ元年～美濃加茂バイパス順次開通
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地域活性化の効果④

○住宅地の開発

・多くの企業が立地され雇用者数が増加したため、宅地開発の増加、人口の増加といった更なる効果が発現して

います。

【美濃加茂市の宅地面積の推移】

【美濃加茂市の人口推移】
出典：岐阜県人口動態統計調査結果

出典：美濃加茂市統計書

約1.3倍

約1.7倍

＜企業ヒアリング結果（H26.10）＞

当社は住宅の取得率が７割から８割とかなり高い。若手の従業員もどんどん買っている。当然買うときには近場ということ

で、美濃加茂市周辺に家を購入した者もいると聞いている。

（年）

（年）

航空写真

【美濃加茂バイパス周辺の住宅の開発状況】 出典：美濃加茂市資料

中部台
住宅

ちゅうぶだい

418

平成１４年

平成２４年

【10年後】
中部台住宅
人口約2千人

－ ６ －

美濃加茂市

川辺町

可児市

41

418

21

248

N

飛
騨
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41

至名古屋市

至関市



－ ７ －

○商業施設の開発

地域活性化の効果⑤

・住宅地の開発が進行し人口が増加してきたため、徐々に商業施設の開発が進んできており、更なる効果が発現して

います。

＜美濃加茂市ヒアリング結果（H26.9）＞
美濃加茂バイパスの山手町交差点の東側に商業施設が集まっていることもあり、加茂郡の方が買い物に来ています。それは

美濃加茂バイパスが出来たことと大型の商業施設が立地したことがセットになって増えているのだと思います。また、さらに
それをみて他の事業者がどんどん集まってきています。

＜商業施設ヒアリング結果（H26.10）＞
大規模な企業が進出しており、就業者人口が非常に多い地域だったので、そこを見込んでの出店だと思います。

【美濃加茂バイパス周辺の商業施設の開発状況】 は交差点名称

美濃加茂バイパス

１４年間で１１店が出店

ドラッグストア

（Ｈ19.1開業）

衣料品店

（Ｈ18.5開業）

家電量販店

（Ｈ17.3開業）

スーパー

（Ｈ16.7
リニューアル）

衣料品店等

（Ｈ23.9開業）
書店
（H10.11開業）靴専門店

（H11.3開業）

ドラッグストア

（Ｈ20.11開業）

衣料品店

（Ｈ17.5開業）

紳士服店

（Ｈ12.3開業）

248

山手町

山手町１

太田町

大縄手

ホームセンター

（H10.12開業）
ベビー用品店

（Ｈ18.5開業）

【10年後】
太田町周辺
７店が出店

美濃加茂市

川辺町

可児市
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平成１４年 平成２４年
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おおなわて
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市



○地域観光の支援

・日本昭和村や中山道太田宿等の新たな観光施設が立地されたため、美濃加茂バイパスは、これらの施設を結ぶ道

路ネットワークとして効果を発揮しています。

地域活性化の効果⑥

＜美濃加茂市ヒアリング結果（H26.9）＞
日本昭和村に行って、その後に中山道会館を観光するルートがあります。バイパスの整備はこの２施設間のアクセスに役立っ

ています。

＜太田宿中山道会館ヒアリング結果（H26.10） ＞
日本昭和村の帰りのお客さんは多い。逆に中山道太田宿に来て、日本昭和村に行っている人も多い。そういう意味ではネット

ワーク化されて役立っている。美濃加茂バイパスが繋がったことによって非常に効果は大きい。

H26.9撮影

H26.9撮影

－ ８ －

ネットワーク化

【日本昭和村】
日本昭和村は、平成15年に

オープンし、昭和30年代の里
山の風景を再現した観光施設
として、年間約42万人が訪れ
ています。

【中山道太田宿

／太田宿中山道会館】

中山道太田宿は平成15年、
太田宿中山道会館は平成18年
にオープンし、中山道の宿場
町として観光施設年間約25万
人が訪れています。

至名古屋市

至下呂市

木曽川

418

41

日本
昭和村

中山道
太田宿

美濃加茂ＩＣ

出典：岐阜県観光入込客統計調査
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地域生活の変化

－ ９ －
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○地域生活の変化

・地域活性化の効果もあり、美濃加茂市の市税が増加し、子育て等への充実した行政サービスが可能となるため、美
濃加茂市は岐阜県全体に比べ若年層が多く、出生率も高くなっています。

・これは、美濃加茂市が若者に魅力的な町づくりに取り組んできた成果であり、また、美濃加茂バイパスにより地域生
活に変化が生まれたとの声も聞いています。

地域生活の変化①

－ １０ －

出典：昭和63年・平成25年
岐阜県人口動態統計調査

【美濃加茂市の市税の推移】

【美濃加茂市の民生費※の推移】

出典：美濃加茂市統計書

出典：美濃加茂市統計書

約１．９倍

【岐阜県・美濃加茂市年齢別人口構成比】

：S63岐阜県 年齢別人口
：H25岐阜県 年齢別人口

：S63美濃加茂市 年齢別人口
：H25美濃加茂市 年齢別人口
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4.6%
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0～4歳
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20～24歳
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35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳
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70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

若年層が多い

高齢化が進行

出生率も高い

※：地方自治体において、福祉などに支出される費用

約６．０倍

（年度）

（年度）

＜美濃加茂市ヒアリング結果（H26.9）＞
ファミリーサポート事業について、美濃加茂市

内の子育てを手伝って欲しい人と、周辺自治体の
子育てを手伝いたい人をつなぐ上で美濃加茂バイ
パスにより、利便性が向上したため、地域を超え
たサービスがみこめるようになりました。



・美濃加茂市は、周辺の町村と「みのかも定住自立圏」に関する協定を締結しました。

・道の駅「ロックガーデンひちそう」では、朝どり野菜を求めて買い物客が来るなど、観光客が増加しています。

■みのかも定住自立圏とは

「中心市」の都市機能と「周辺町村」の農林水産業、自然環境、歴史、文
化など、それぞれの魅力を活用して、相互に役割分担し、連携・協力する
ことにより、地方圏への人口定住を促進する政策

－ １１ －

地域生活の変化②

出典：H25年（第５回変更） みのかも定住自立圏共生ビジョン

○地域間交流の変化

出典：岐阜県観光入込客統計調査

【ロックガーデンひちそう（ロックタウンプラザ）の観光入込客数】

132 141
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218
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美濃加茂市と各町村との協定 協定日

坂祝町 平成２１年１０月２６日

川辺町 平成２２年９月３０日

富加町、七宗町 平成２３年３月２８日

白川町 平成２３年９月２９日

八百津町、東白川村 平成２３年１２月２２日

（千人）

約1.7倍
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川辺町 八百津町

富加町
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東白川村

坂祝町

41

418

21

248

256

：定住自立圏関連市町村

ロックガーデン
ひちそう

【道の駅 ロックガーデンひちそう】
平成9年にオープンした道の駅の施設。物販スペースやドライバー

の休憩スポット「道の駅・ロックガーデンひちそう」がある。毎日新鮮
な地元野菜が並ぶ「野彩ひろば」もとても好評を得ています。

【道の駅 ロックガーデンひちそう】
平成9年にオープンした道の駅の施設。物販スペースやドライバー

の休憩スポット「道の駅・ロックガーデンひちそう」がある。毎日新鮮
な地元野菜が並ぶ「野彩ひろば」もとても好評を得ています。

H26.9撮影 H26.9撮影

＜道の駅管理者（七宗町役場）ヒアリング結果（H26.9，10）＞
道の駅利用者から、美濃加茂ＩＣから美濃加茂バイパスを利用し

てきたなどの話は多く聞くようになりました。

野彩ひろばの買い物客は美濃加茂市以南からの方が多いと思われ
ます。野菜の値段が安いため、飲食店を経営している方も買いに来
ているようです。

（年）

＜美濃加茂市ヒアリング結果（H26.9）＞
国道４１号は、みのかも圏域と名古屋都市圏をつなぎ、さらに圏域内の各

地域を結んでおり、圏域の活性化を図る上で重要なルートです。

道の駅の交流



七宗町

美濃
加茂市

川辺町 八百津町

富加町

白川町

東白川村

坂祝町

418

21

248

256

418

：定住自立圏関連市町村
：社会医療法人厚生会 木沢記念病院

41

5,343 5,544 5,768

1,307 1,557 1,609
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Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25
白川町 東白川村

（人）

・平成２４、２５年度には、「みのかも定住自立圏」内の市町村が協働し、「地域まるごと博物館スタンプラリー」を開
催し、地域間の交流が生まれました。

・美濃加茂市にある木沢記念病院では、遠方の白川町や東白川村からの外来患者が増加しています。

地域生活の変化③

社会医療法人厚生会 木沢記念病院

＜木沢記念病院ヒアリング結果（H26.9）＞

東白川村のデータをみると年々、外来患者数が増加しています。

昔は美濃加茂市まで出てくるのが困難であったためか、遠いところ

からの患者数が増えています。

イベントの交流

＜七宗町ヒアリング結果（H26.9）＞

今までは川辺町を挟んで美濃加茂市

という感じでしたが、今は美濃加茂バ

イパスに乗ればすぐ美濃加茂市なので

、意識的な問題であるが、そういう効

果はありました。

出典：木沢記念病院資料

866 852

0

200

400

600

800

1,000

Ｈ24 Ｈ25

（人）

出典：美濃加茂市資料

スタンプラリーの参加人数

－ １２ －

H26.9撮影

6,650
7,101 7,377

約1.1倍

地域医療への寄与

（年）

（年）

し ら か わ ち ょ う ひ が し し ら か わ む ら

ひちそうちょう

かわべちょう

き ざ わ

ひがししらかわむら

○地域間交流の変化



安全・安心の確保

－ １３ －
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約10分短縮

－ １４ －

○救助活動の支援

安全・安心の確保①

出典：国道41号現道所要時間：S63道路交通センサス（平日混雑時旅行速度）
出典：美濃加茂バイパス所要時間：H25.10月民間プローブ（平日朝夕ピーク時の平均旅行速度）

・美濃加茂バイパスの整備により、国道４１号で交通事故が発生した場合、現場までの所要時間が短縮され、可
茂消防事務組合消防本部からの救助隊の出動がスムーズになりました。

N

所要時間（事故発生箇所）

＜可茂消防事務組合消防本部ヒアリング結果（H26.9）＞
国道４１号線の現道は市街地を走行することで、信号がたくさんあり交通の渋滞が

あるため、バイパスを走行します。

七宗町・白川町・東白川村の国道上で大きな交通事故があった場合、中消防署には
特別救助隊があるため、必ず美濃加茂バイパスを利用します。その際、現場到着時間
が短縮されています。

開通前（昭和63年）
開通後（平成25年）

25

3
0

5

10

15

20

25

30

国道４１号現道 美濃加茂バイパス

（箇所）

信号機数

【国道４１号で発生した交通事故】

七宗町

川辺町

白川町

八百津町

至 下呂市

開通前（S63） 開通後（H25）

美濃加茂市

交通事故
（写真）

418

248

41

21 【救助活動ルート】

H26.8発生

詳細図
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国道･県道：
信号機 ：

詳細図

【信号設置状況】
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○地域防災の支援

・美濃加茂バイパスは、並行する国道４１号と比較し、電柱の数が大幅に少ないため、台風・地震等の大規模災害
時において、災害リスクに強い道路であることから、災害時の支援ルートとして期待されています。

安全・安心の確保②

台風によって電柱が道路を塞いだ例

＜美濃加茂市ヒアリング結果（H26.9） ＞
支援物資や救助等、人・モノの動きがスムーズになり、速やかな救助体制が

とれるようになることを期待しています。また、広域災害時のより安全な避難
路、救援路の確保・避難時の渋滞緩和等も期待しています。

＜可茂消防事務組合消防本部ヒアリング結果（H26.9） ＞
中消防署には、特殊な車両及び救助器具が配備されているため、美濃加茂バ

イパスを利用することにより、管内のスムーズな出動体制が確保されました。

出典：国土交通省資料

出典：岐阜国道事務所資料

写真② 国道41号の沿道状況写真① 美濃加茂バイパスの沿道状況

電柱が多い

台風・地震時に道路閉そくの
懸念がある電柱の数

H26.5撮影H26.7撮影

電柱が少ないN

418

飛
騨
川

248

美濃加茂バイパスを軸とした支援ルート

21

41

41

東海環状・消防本部
からの支援ルート

写真①
写真②
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）

－ １５ －
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－ １７ －

○国道４１号現道の交通転換

・美濃加茂バイパスの全線開通により、国道４１号現道の交通が美濃加茂バイパスに転換し、現道交通量が減少

しました。

（参考）道路状況の変化①

N

41
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21

248

H24.9供用
延長0.7km

H21.3供用
延長3.5km

H16.4供用
延長1.5km

H13.4供用
延長2.5km

H2.3供用
延長0.8km

H1.3供用
延長0.4km

H26.3供用
（車線拡幅）
延長0.9km

美濃加茂バイパスの交通量の推移

Ａ 山之上 Ｂ 太田町

Ａ 山之上

Ｂ 太田町

飛
騨
川

国道４１号現道の交通量の推移

Ｃ 中川辺 Ｄ 新太田橋

C 中川辺

Ｄ 新太田橋

山 地：
市 街 地 ：
国道･県道：

・美濃加茂バイパスの段階整備に伴い、美濃加茂バイパスの交通量が段階的に増加

・国道４１号現道の交通量がピーク時に比べ約５～６割減少

＜住民アンケート結果（H26.10）＞
国道41号は地元の人の生活道路でもあったので名古屋方面〜高山方面の通過する車は

バイパスを通るようになって交通量が減りました。

出典：道路交通センサス、交通量調査

約６割減少

約５割減少
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－ １８ －

○国道４１号現道の渋滞緩和及び事故減少

（参考）道路状況の変化②
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国道４１号現道の渋滞状況の推移
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主要渋滞ポイント解消

平均56.2件/年

平均31.0件/年

国道４１号現道の交通事故件数の推移

H24.9供用
延長0.7km

H21.3供用
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H16.4供用
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④太田本町４

②新太田橋

約８割
渋滞減少

・現道交通量の減少により、主要渋滞ポイントが解消するなど渋滞が大きく緩和し、交通事故件数も減少しました。

②新太田橋交差点（南方面）

④太田本町４交差点（南方面）

山 地：
市 街 地 ：
国道･県道：
主要渋滞箇所： 約８割減少

約９割減少

＜住民アンケート結果（H26.10）＞

美濃加茂市を通り過ぎる車がバイパスを利用するため、市内の他の道路が安全になりました。

約４割減少

出典：イタルダデータ（年）

出典：渋滞長調査

約9割
渋滞減少
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主要渋滞ポイント解消
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写真 太田町交差点の渋滞状況
H26.9撮影（車線拡幅後）

写真 太田町交差点の渋滞状況
H23.9撮影（車線拡幅前）

・美濃加茂バイパス太田町交差点では、バイパスの交通量増加に伴い渋滞が発生し、主要渋滞箇所に指定され

ていますが、太田町交差点周辺部の車線拡幅により、特に通勤時間帯の交通混雑が大きく減少しました。

○美濃加茂バイパスの車線拡幅効果

（参考）道路状況の変化③

渋滞が解消
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整備前：H23.9調査結果 整備後：H26.9調査結果
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＜住民アンケート結果（H26.10）＞
朝の渋滞が解消されました。

17時台

①山手町交差点（北側） ②山手町交差点（南側）

③太田町交差点（北側） ④太田町交差点（南側）

⑤太田町交差点（西側） ⑥太田町交差点（東側）

７時台

○時台 ：最大渋滞長発生時間帯

最大渋滞長 交通量

７･17時台

７時台

７時台 ７･16時台 19時台

８時台

①
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③

⑤ ⑥
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お お た ち ょ う
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－ ２０ －

調査日時：平成26年9月26日（金）～10月5日（日）
対象範囲：

回答者数：540人

（参考）美濃加茂バイパスに関するアンケート結果

・美濃加茂バイパスに関するアンケート調査の結果、約７割が全線開通したことを認識していましたが、効果について

は「わからない」又は「該当する項目はない」と回答した方が約５割を占めています。

質問：近年、国道41号に並行するように美濃加茂バイパス
が全線開通（平成24年9 月）されましたが、ご存じで
したか？

質問：美濃加茂バイパスが、地域に最も貢献していると思われるものを一つだけ
選んでください。

371
69%

169
31%

知っている

知らない

七宗町

美濃加茂市 川辺町
八百津町富加町

白川町

東白川村

坂祝町

美濃加茂バイパス

可児市

御嵩町

０ ５０ １００ １５０ ２００ ２５０

回答数

199（37％）

75（14％）

74（14％）

65（12％）

49（9％）

39（7％）

23（4％）

13（2％）

3（1％）

わからない

■アンケート調査の概要

■美濃加茂バイパス全線開通の認知度

■美濃加茂バイパスの波及効果に関する認識

東海環状自動車道の美濃加茂IC周辺に工場が誘致され、
雇用が増加した

該当する項目はない

買い物やレジャーに行く機会が増えた

地域の観光施設（日本昭和村や太田宿など）の観光客が増加した

美濃加茂市内の大規模病院へのアクセスがよくなるなど、
医療環境が向上した

「ふれ愛タウン美濃加茂中部台」などの住宅地が開発された

その他

地域のイベント（祭りや生涯学習の講座受講など）に参加する
ようになり地域間の交流が深まった



（参考）美濃加茂バイパス整備効果 模式図

美濃加茂
バイパスの開通

直接効果

国道41号からの交通転換

国道41号の渋滞緩和
事故減少

美濃加茂バイパス
の混雑緩和

波及効果

交通状況の変化

地域活性化

製造品出荷額の増加

雇用者数の増加

企業の誘致

住宅地の開発

商業施設の開発

商業施設の出店

観光ツアーが設定

観光客が増加

安全安心の確保

救助活動への寄与 地域防災への寄与

地域間交流の促進

地域医療への寄与

イベントによる交流

道の駅の利用者増加

若年層の増加

税収の増加

高い出生率

観光施設の立地

自治体
サービス水準の維持

地域の変化

魅力的なまちづくり

・美濃加茂バイパスの整備により、幅広い波及効果が発現しており、地域の取り組みと相まって地域が活性化。

－ ２１ －



（参考）美濃加茂バイパス延伸の経緯

平成26年

太田町～山手町間４車化開通(延長0.9km)

平成24年

川辺町石神立体部開通（延長0.7km）

平成21年

山之上町～川辺町間開通(延長3.5km)

平成16年

美濃加茂IC～山之上町間開通(延長1.5km)

昭和63年

整備前

平成1年

太田町～山手町間開通(延長0.4km)
平成2年

加茂川町～太田町間開通(延長0.8km)

平成13年

山手町～美濃加茂IC間開通(延長2.5km)
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出典：都市計画図、道路地図

・美濃加茂バイパスの延伸に伴い、用途地域を拡大し、計画的に都市を形成。

＜道路＞ ＜用途地域＞
高 速： 住居系 ：■
国 道： 商業系 ：■
主な道路： 工業系 ：■
開通区間： 変更区域：

－ ２２ －

おおたちょう やまてちょう か も が わ ち ょ う み の か もやまてちょうおおたちょう

み の か も やまのうえちょう やまのうえちょう かわべちょう か わ べ ち ょ う い し が み おおたちょう やまてちょう

N


